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新型コロナウイルス感染症に係る児童への対応について 

 

 新緑の候 保護者の皆様には、平素より学校教育活動にご理解ご協力をいただきますことに感謝いた

します。 

 さて、先月末、学校保護者間連絡アプリケーション sigfy（シグフィー）でもお知らせしましたが、 

都城市の「地域の感染レベル」は、現在、「国レベル２」となっています。 

 「国レベル２」でも、学校では、次のような対応が必要となります。ご理解の程、よろしくお願いい

たします。 

 ＜出席停止等＞ 

                                    （裏面に続く） 

感 染 状 況 備 考 

① 
児童生徒が新型コロナウイルスに

感染した場合 

保健所または医師の許可が出るまで出席停止 

② 

児童生徒の同居家族が新型コロナ

ウイルスに感染した場合 

→児童生徒は濃厚接触者となりＰ

ＣＲ検査を受けることとなります。 

陽性→保健所または医師の許可が出るまで出席停止 

陰性→保健所から自宅待機を指示された期間は出席停

止 

③ 

児童生徒が②以外の濃厚接触者に

なった場合 

→当面の間、PCR 検査は実施されま

せん。 

→濃厚接触者の家族は無料の PCR

検査を受験できます。 

感染者と最後に接触した日の翌日から起算して７日間

の出席停止 

④ 
児童生徒の同居家族が濃厚接触者

に特定された場合 

児童生徒は登校可。但し、保護者との相談の上、出席停

止扱いにすることも可能。 

⑤ 
保健所や医療機関の指示により

PCR 検査を受ける場合 

PCR 検査で陰性が確認されるまで、出席停止。 

⑥ 

児童生徒の同居家族が濃厚接触者

の疑いがあり、保健所の指示により

PCR 検査を受ける場合 

児童生徒は登校可能。ただし、保護者との相談の上、PCR

検査で家族の陰性が確認されるまで、出席停止扱いとす

ることが可能 

⑦ 

児童生徒に発熱等の風邪症状が見

られる場合 

児童生徒は出席停止。ただし、発熱等の風邪症状が新型

コロナウイルスに起因するものではないと医師が判断

した場合はのぞく。 

⑧ 

児童生徒の同居家族に発熱等の風

邪症状が見られる場合 

国レベル２，３…児童生徒は出席停止。 

ただし、発熱等の風邪症状が新型コロナウイルスに起因

するものではないと医師が判断した場合やワクチン接

種の副反応と考えられる場合はのぞく。 

国レベル１…児童生徒は登校可能。 

ただし、保護者と相談の上、出席停止とすることが可能 



 

⑨ 

児童生徒が新型コロナウイルスの

ワクチン接種を受ける場合 

ワクチン接種で休む場合は出席停止 

ワクチン接種のため遅刻・早退する場合は、出席扱い 

ワクチン接種の副反応による体調不良の場合、出席停止 

⑩ 
保護者から感染が不安で休ませた

いとの相談のあった場合 

合理的な理由があると判断する場合は出席停止扱いと

することが可能 

 ＜健康状態の把握＞ 

  〇 「国レベル２や３」では、登校時の健康状態の把握は、児童生徒のみならず、同居の家族の健康

状態も毎日確認する必要があります。Google フォームで家族の健康状態の入力をお願いします。

（検温カードの記入・提出でも構いません。） 

  〇 登校の際、児童玄関で、サーモグラフィーや非接触型体温計を使って、児童の体温の状況も確認

するようにしています。 

  ※ 本校では、欠席・遅刻等の情報も Google フォームで確認するようにしています。ご理解の程、

よろしくお願いします。 

 ＜学習内容の制限等＞ 

  〇 「国レベル２」では、感染リスクの高いとされる以下の内容について、可能な限り感染症対策を

行った上で、リスクの低い活動から徐々に実施することを検討します。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

   この中でも（★）の活動は、実施について慎重に検討します。 

 

 ＜その他＞ 

  〇 今後も、「マスク着用」「手洗い・手指消毒」「３密（密閉・密集・密接）の回避」など感染拡大

予防にご協力をお願いします。 

  〇 特に、前日の夜に発熱し、朝には解熱した場合など、無理して登校させず、病院の受診をお願い

します。 

 

・各教科等に共通する活動として「児童が長時間、近距離で対面形式となるグループワーク」及

び「近距離で一斉に大声で話す活動」（★） 

・理科における「児童同士が近距離で活動する実験や観察」 

・音楽における「室内で児童同士が近距離で行う合唱及びリコーダーや鍵盤ハーモニカ等の管

楽器演奏」（★） 

・図画工作における「児童生徒が近距離で活動する共同制作等の表現や鑑賞の活動」 

・家庭における「児童同士が近距離で活動する調理実習」（★） 

・体育における「児童が密集する活動」（★）や「近距離で組み合ったり接触したりする活動」

（★） 


